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皆
様
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
お
健
や
か
に
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

旧
年
中
は
当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
事
業
運
営
に
あ
た
り
、
格
段

の
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
年
は
甲
辰
（
き
の
え
た
つ
）
の
年
、

甲
は
十
干
の
第
一
で
物
事
の
始
ま
り

や
成
長
の
意
味
も
あ
る
と
の
こ
と
。

当
セ
ン
タ
ー
も
甲
辰
に
因
み
、
設
立

三
十
一
年
目
の
本
年
を
、
「
2
0
2

4
未
来
へ
の
変
革
」
を
旗
印
に
業
務

一
新
の
年
と
す
る
た
め
、
会
員
職
員

の
皆
様
の
力
強
い

一
致
協
力
は
も
と

よ
り
、
引
き
続
き
松
戸
市
様
の
ご
懇

篤
な
ご
支
援
を
仰
ぎ
つ
つ
、
鋭
意
推

進
し
て
ま

い
り
た
い
と
決
意
致
し
て

お
り
ま
す
。

末
筆
な
が
ら
皆
様
の
ご
健
勝
を
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
初
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

謹
賀
析
午

新
玉
の
年
に

令和 年2月 1日

理
事
長

石
井
久
雄

94,74朽
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Ćぷ

サ
ふ

柵
枡

Oφ
>
ω

O‐
J`
サ
E→

声
7×

1ヽヽ
′
口

Э
議

■
C=
^ヽ

ち
||

い
う́
0餞

声
ヨ
`「

ν
翁
5再

こ
藍

。け
い
0)
ユ

|=
S>
)「

t「
J二

.I
I

針
「
サ

■
バ
,針

を
⊂
,鳥

バ
じ
覇

縮
゛

a」
。い

,べ
針

研
護

薫
ハ

潟
C含

鮭
昇

ざ
針

菫
コ キ

。汁
じ
帰

σ

^
、

り
濾

゛
rら

ヽ
"■

ら
針
「

Sヽ 
iF

oド
(。

お
こ

サ
≡

市
茸

響
際
fべ

,
コ

゛
課

C(
,「

が
,)
>汁

C覇
厳

ハ
7N
ヽ

1ヽ
′
日

く
H∪

S―
ヽ

′ヽ
汁

>一
】

へ
|ヽ.
11
い

声
■
0ざ

餃
圧
班
〉

J́`
サ

ざ
餃

ヽ
、
ヽ
Nか

い
Э
革

露

む
F田

]1
 
湯
0

・一
計

眸
鮮

薔
颯

砕
登

く
-0

(⑤
昌
E＼

茸
響

)

。計
,虫

申
副
SC
)バ

=薫
o「

(o
「

(a
 t
t 
Э
脅

繭
I軒

サ
雷

麟

ヽ
い
汁

,知
・
・
・
積

針
,,
´

ヽ
中

→

針
ざ
「

τヽ
け

J′
ま
=工

.。
汁
Cヽ

τ

"汁
コ

中
)渾

Sキ
》
"サ

苺
ら
′ )

軋
針

・́
・・ヾ

護
諄

針
難

ド
針
喬

来

。か
,ベ

じ
意

゛
薦
3サ

oC
碑

さ
‐

Э
譜

薦

″境
。
(湛
「
,「

"■
パ

ツ
奪
00
0

い́
ヽ

9■
」

。汁
C,
:〉

》 「
―
)し

′ヽ 針

。
(■

)ヨ
鮮

書
ら

ヽ
゛

。汁
昧

バ
J

軒
∧
轟
)書

ら
飩

爾
楡

‐
J`
汁

C■

。汁
3磯

ザ
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賛
助
会
員
の
特
様

謹
賀
新
年

今
わ
５
年
度
贅
助
会
員

の
皆
様

。
有
限
会
社
　
中
田
化
成

■
印

Ｔ

Ａ

Ｋ

Ｅ

Ｕ

Ｃ

Ｈ

Ｉ

代
表
　
鎌
田
昌
枝

ｏ
松
川
産
業
株
式
会
社

・
傘
木
　
則
夫

。
伊
藤
　
司
郎

・
梅
本
　
真

・
田
中
　
英
信

。
矢
葺
　
博
明

（令
和
５
年
１２
月
３１
日
現
在
）

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
令
和
５
年
度
正
会
員
会
費

・
賛
助

会
員
会
費
の
納
入
に
つ
い
て

令
和
５
年
度
会
費
未
納

の
方
は
左

記

へ
早
急
に
ご
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

振
込
先
　
千
葉
銀
行
小
金
原
支
店

普
通
口
座
　
３
０
２
９
２
４
６

公
益
社
団
法
人
松
戸
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
理
事
長

石
井

久
雄

◆
就
業
報
告
書

・
援
助
券
の
お
願
い

就
業
報
告
書

・
援
助
券
の
記
入
は

黒
の
ボ
ー
ル
ベ
ン
で
ハ
ツ
キ
リ
と
。

提
出
は
翌
月
３
日
ま
で
。
そ
れ
を
過

ぎ
る
と
翌
々
月
の
配
分
金
扱
い
と
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

は
つ
ら
つ
松
戸
第
７５
号

原
稿
募
集
ノ

（令
和
６
年
６
月
１
日
発
行
）

③
文
字
数
は
４
０
０
字
以
内
で
す
。

・
ほ
か
に
地
域
班
報
告
、
仲
間
と
の

親
睦
、
見
学
会
、
個
人
の
趣
味
、

川
柳

・
俳
句

・
短
歌
等
諸
文
芸
も

歓
迎
で
す
。

・
締
切
　
令
和
６
年
４
月
１０
日

松
戸
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

「確
定
申
告
に

つ
い
て
」

申
告
書
作
成
会
場

の
開
設
期
間
は

２
月
１
日

（木
）
か
ら
３
月
１５
日

（金
）

の
平
日
（２
月
２５
日
の
日
曜
日
は
会
場
）

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
会
場
で
は
混

雑
回
避

の
た
め
に

「
入
場
整
理
券
」

を
配
布
致
し
ま
す
。
な
お
、
入
場
整

理
券

の
配
布
状
況
に
応
じ
て
受
付
を

早
く
締
め
切
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の

で
ご
注
意
下
さ
い
。

(令和6年 )

2月 15日 (本)5月 22日 (水 )

3月 15日 (金)6月 21日 (金 )

4月 22日 (月 )7月 22日 (月 )

令和 6年 4月 か ら、配分

金支払 日は毎月22日 に

変更にな ります。

p● ●●●●●●●●●。●.

。
当
人
材
セ
ン
タ
ー
設
立
３０
周
年
記

念
の
『思
い
出
や
懐
か
し
の
歌

・
映
画

・

旅
行
』
の
特
集
は
当
面
継
続
し
て
募
集
、

随
時
掲
載
し
ま
す
。

①
歌
は

『曲
名
』
、
映
画
は

『題
名
』

旅
行
は

『場
所

・
地
名
な
ど
』
銘
記
。

②
何
年
頃
の
思
い
出
か
、

エ
ピ
ソ
ー

ド
を
添
え
て
ご
投
稿
く
だ
さ
い
。

安全標語

いつまでも働くよろこび無事故から
公益社日法人 全国シルハー人材センター

事業協会

もうすこ し その判断が 事故招 く

公杢社□江人 千葉県シルバ ~人

'こ
ンター

連含会

気がつかぬ 体の衰え 怪我のもと
公益社団法人 松戸市シルバー人材センター

０
０
０
０

ク
リ
ス
マ
ス
の
夜
、

「チ
キ
ン
食

べ

た
」
と
知
人
に
メ
ー
ル
し
た
ら
、

「私

も
食

べ
ま
し
た
」
と
明
る
い
返
信
が

来
た
。
そ
の
あ
と
自
分

の
俗
物
性
が

気
に
な

っ
た
。
な
ぜ
ク
リ
ス
マ
ス
に

チ
キ
ン
な
の
か
。
卓
上
に
出
た
か
ら
、

皆
が
や

っ
て
る
か
ら
・
‥
そ
の
心
の
慣

れ
が
喉
に
刺
さ

っ
た
骨
だ

っ
た
。
似

た
様
な
こ
と
が
暮
れ
の
世
情
を
騒
が

せ
た
。
政
治
家
た
ち
の
錬
金
術
だ
。

派
閥
パ
ー
テ
ィ
ー
券
を
売

っ
た
金
を

政
治
資
金
規
正
法
と
い
う
ザ
ル
法
さ

え
通
さ
ず
に
キ

ッ
ク
パ

ツ
ク
な
る
手

法
で
莫
大
な
闇
金
に
変
え
る
。

そ
の

金
が
人
心
を
惑
わ
し
選
挙
を
買
収
し

政
界
を
襲
断
す
る
。

「政
治
に
は
金

が
か
か
る
」
と
い
う
も

っ
と
も
ら
し

い
言
葉
は

「ク
リ
ス
マ
ス
に
チ
キ
ン
」

と
ど

こ
か
似
て
な
い
か
。
政
治
家
た

ち
の
勝
手
放
題

の
蛮
行
を
許
し
て
き

た
の
は
私
自
身
だ
。

そ
の
先
に
戦
争

ま
で
無
自
党
に
許
し
て
し
ま
う
自
分

が
い
る
の
で
は
な
い
か
。
悪
食
も
旨

い
と
呑
み
こ
む
心
の
慣
れ
。

こ
の
慣

れ
と
い
う
怪
物

の
正
体
を
見

つ
め
る

必
要
が
あ
ろ
う
。
キ
リ
ス
ト
の
夜
は

チ
キ
ン
食
い
つ
つ
自
戒
し
た
夜
で
し
た
。

（
‐‐‐
牌
町
（
）
）

　
　
　
　
　

一一
一
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Ｊ

牌
し

一

■
獅
Ｆ 分金支払 日
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二_二____由………』

◆
令
和
５
年
度
事
故
件
数

２０
件

）
　

傷
害
事
故
件
数

１４
件

”ｒ
　

　

（就
業
中
１３
件

就
業
途
上
１
件
）

腱

　

賠
償
事
故
件
数

６
件

皮

◆
令
和
４
年
度
事
故
件
数

１０
件

■
ロ，

事

傷
終
覇

誠

が

途
上
２
件
）

　́
　
賠
償
事
故
件
数

５
件

（令
和
５
年
１２
月
末
現
在
）
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